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空き家の実態・意向に関するアンケート調査について 

（平成２９年１２月２０日現在） 

 

郵送数 ２２５通（物件数１８７戸） 

未到着数 

（宛名所不明） 
６３通 

到着数 １６２通 

回答数 ８６件（物件数８１戸） 

回答率 ５３％ 

 

 

 

問１ 対象住宅について、確認します。（１つ選択） 

 

 

「自分または親族のものである」という回答が８６件中７９件を占め、これらの所有者につ

いては、次の【問２】へ進むようにした。 

「売却・譲渡済み」「解体済み」「心当たりがない」「不明」と回答した場合は、本設問をも

ってアンケートを終了とした。 
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自分または親族のものである

売却・譲渡済み

解体済み

心当たりがない

不明

報告① 

回答数＝８６ 

(91.9%) 

(7.0%) 

(1.2%) 
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問２ 対象住宅の使用状況について、お伺いします。 

 

 

７９件のうち、対象住宅を「使用している」という回答が５１件であった。 

なお、「使用している」と回答した場合は、次の（２）に進むこととした。 

また、「使用していない」もしくは「無回答」と回答した２８件の所有者については、【問３】

へ進むようにした。 

 

 

 

 

 

外観上では、空き家であると判断したものの、住宅以外の目的や週末、休暇時に使用するな

ど、「二次的住宅」として使用していた。 
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27

1

0 10 20 30 40 50 60

使用している

使用していない

無回答

（１）現在、対象住宅を使用していますか。（１つ選択）

21

15

5

1

9

1

0 5 10 15 20 25

住宅以外（仕事場・作業場・倉庫・物置等）の

目的で使用している

自宅として使用している

週末や休暇時に使用している

通勤のため平日のみ使用している

その他

無回答

（２）どのように使用していますか。（１つ選択）

回答数＝７８ 

回答数＝５１ 

(65.4%) 

(34.6%) 

(41.2%) 

(29.4%) 

(9.8%) 

(17.6%) 

(2.0%) 
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住宅以外の目的として「仕事場・作業場・倉庫・物置等」に使用していることから「毎日」

使用しているという回答がほとんどであった。 

なお、問２（１）で「使用している」と回答した場合は、本設問をもってアンケートを終了

とした。 
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0 5 10 15 20 25 30

毎日

毎週１回程度

毎月１回程度

２～３ヶ月に１回程度

半年に１回程度

１年に１回程度

その他

無回答

（３）利用頻度はどのくらいですか。（１つ選択）

回答数＝５０ 

(52.0%) 

(16.0%) 

(10.0%) 

(8.0%) 

(6.0%) 

(8.0%) 



4 

 

問３ 対象住宅の所有者について、お伺いします。 

 

 

◎「自分」「父親または母親」「兄弟姉妹」「その他親族」を選択した場合、年代を記入 

年代 回答数 回答率 

１０代 ０  

２０代 ０  

３０代 ０  

４０代 １ ５.９% 

５０代 ２ １１.８% 

６０代 ７ ４１.２% 

７０代 ２ １１.８% 

８０代 ５ ２９.４% 

９０代以降 ０  

無回答 ２  

 

問２（１）で「使用していない」もしくは「無回答」の２８件の所有者のうち、家屋の所有

者は「自分」であるという回答がほとんどであった。 

また、「自分」「父親または母親」「兄弟姉妹」「その他の親族」と回答した場合は、年代を記

入することとし、「６０代」が７件で一番多く、次いで「８０代」が５件であった。 

住宅は、相続を伴うことが多いことから、高齢者が所有者となる傾向が高いと考えられる。 
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0 5 10 15 20

自分

自身を含めた親族の共有

父親または母親

相続等により未確定

兄弟姉妹

その他の親族

自身を含めない親族の共有

その他

無回答

（１）家屋の所有者は、どなたですか。（１つ選択）

回答数＝２７ 

(66.7%) 

(22.2%) 

(3.7%) 

(3.7%) 

(3.7%) 
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   ◎「自分」「父親または母親」「兄弟姉妹」「その他親族」を選択した場合、年代を記入 

年代 回答数 

１０代 ０ 

２０代 ０ 

３０代 ０ 

４０代 ０ 

５０代 ０ 

６０代 ０ 

７０代 ０ 

８０代 ０ 

９０代以降 ０ 

無回答 ０ 

 

 

家屋と土地の所有者が異なる場合のみ回答することとし、所有者が異なる物件は１件に留ま

り、ほとんどが家屋と土地の所有者が同一であった。 
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自身を含めた親族の共有

父親または母親

相続等により未確定

自分

自身を含めない親族の共有

兄弟姉妹

その他の親族

その他

無回答

（２）土地の所有者は、どなたですか。（１つ選択）

回答数＝１ 

(100%) 
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問４ 対象住宅の現状について、お伺いします。 

 

 

昭和５５年以前の旧耐震基準に適合する住宅が１８件であり、使用していない物件のほとん

どは古い築年数のものであった。 

 

 

 

 

 

「１０年以上」使用していないという回答が６件で、長年使用されていない物件が多くある

ものの、「１年以上～３年未満」という回答が１２件で１番多く、使用しなくなってからあま

り年月が経っていない物件の方が多かった。 
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昭和３５年以前

昭和３６年～昭和４５年

昭和４６年～昭和５５年

昭和５６年～平成２年

平成３年～平成７年

平成８年～平成１２年

平成１３年～平成１７年

平成１８年～平成２２年

平成２３年以降

不明

無回答

（１）対象住宅が建築された時期はいつ頃ですか。

（１つ選択）
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１年未満

１年以上～３年未満

３年以上～５年未満

５年以上～１０年未満

１０年以上

不明

無回答

（２）使用しなくなってからどのくらい経ちますか。

（１つ選択）

回答数＝２７ 

回答数＝２６ 

(3.7%) 

(14.8%) 

(14.8%) 

(14.8%) 

(48.1%) 

(3.7%) 

(46.2%) 

(15.4%) 

(15.4%) 

(23.1%) 
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使用しなくなった理由として、「居住者が死亡したため」、「相続により取得したが、居住者

がいないため」という回答が多く、核家族化により子ども世帯が親元を離れて生活しており、

親世帯が住んでいた家屋を使用せずそのまま空き家となったものと考えられる。 

 

 

 

問５ 対象住宅の管理について、お伺いします。 

 

 

住宅を使用していないものの、管理は「行っている」という回答が２５件でほとんどであっ

た。「行っている」と回答した場合は、次の（２）に進むこととした。 
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0 5 10 15

居住者が死亡したため

相続等により取得したが、居住者がいないため

居住者が施設入所・長期入院したため

貸していた人が転居したため

転居したため

転勤等により長期不在のため

住居用に取得したが入居していないため

その他

無回答

（３）使用しなくなった理由は何ですか。（複数選択可能）

25

2

1

0 5 10 15 20 25 30

行っている

行っていない

無回答

（１）対象住宅の管理を行っていますか。（１つ選択）

回答数＝３５ 

回答数＝２７ 

(28.6%) 

(25.7%) 

(17.1%) 

(14.3%) 

(2.9%) 

(2.9%) 

(2.9%) 

(5.7%) 

(92.6%) 

(7.4%) 
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問５（１）で「行っている」もしくは「無回答」の２６件のうち、住宅の管理は「月に１回

程度」「２～３ヶ月に１回程度」行っているという回答がそれぞれ７件と多く、比較的短い期

間で定期的に管理を行っていた。 

 

 

 

 

 

 

管理は、「所有者または家族」が行っているという回答がほとんどであり、近所の方や民間

業者に依頼するなどの回答はなかった。 
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月に１回程度

２～３ヶ月に１回程度

半年に１回程度

１年に１回程度

週に１回程度

ほぼ毎日

その他

無回答

（２）管理はどのくらいの頻度で行っていますか。

（１つ選択）
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1
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0 5 10 15 20 25

所有者または家族

親族

近所の方

知人・友人

民間業者（管理会社、植木剪定業者等）

その他

無回答

（３）管理はどなたが行っていますか。（１つ選択）

回答数＝２５ 

回答数＝２５ 

(28.0%) 

(28.0%) 

(16%) 

(16%) 

(12%) 

(92.0%) 

(4.0%) 

(4.0%) 
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管理の内容としては、「外回りの清掃、除草、庭木の手入れ」が２２件で１番多く、近隣住

民への配慮が窺われる。 

また、複数回答している所有者がほとんどであり、一度物件へ行った際様々な管理を行って

いた。 

 

 

 

 

 

管理を行っている所有者は多くいるものの、「遠方に住んでいるため管理が困難」という回

答が１２件で一番多かった。 

また、所有者の多くが高齢であることから、「自ら作業を行うことが大変」という回答も７

件と多かった。 
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1

1

0 5 10 15 20 25

外回りの清掃、除草、庭木の手入れ

門扉や戸締りの確認

窓を開けて空気の入れ替え

郵便物、チラシなどの整理・処分

家屋内の清掃

災害（地震・台風など）後の見回り

建物の定期的な修繕・補修

水回りの点検

その他

無回答

（４）管理はどのようなことを行っていますか。

（複数選択可能）
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3

1
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1

1

0 5 10 15

遠方に住んでいるので管理が困難

年齢・体力的につらく、作業が大変

管理の委託料（植木剪定料等）が高い

相談をどこにしたらいいかわからない

管理を頼める人がいない

管理の仕方が分からない

特になし

その他

無回答

（５）管理で困っていることは何ですか。（複数選択可能）

回答数＝９５ 

回答数＝３６ 

(23.2%) 

(17.9%) 

(15.8%) 

(13.7%) 

(11.6%) 

(10.5%) 

(4.2%) 

(2.1%) 

(1.1%) 

(33.3%) 

(19.4%) 

(8.3%) 

(8.3%) 

(2.8%) 

(2.8%) 

(22.2%) 

(2.8%) 



10 

 

問６ 対象住宅の今後の利活用について、お伺いします。 

 

 

今後の利活用の意向として、「売却したい」という回答が１４件で一番多く、次いで「解体

したい」が７件であり、家屋を手放したいという考えをもつ所有者が多くいた。 

なお、「解体したい」と回答した場合は、解体後の土地をどのように活用したいかを聞くこ

ととした。 
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0 5 10 15

売却したい

解体したい

貸したい

将来、自分または家族等が住む

今後も自分または家族等が管理をする

行政で利用してもらいたい

予定なし（現状のまま）

セカンドハウスとして使用する

住宅以外

（仕事場・作業場・倉庫・物置等）

として使用する

子や孫などに任せる

その他

無回答

（１）対象住宅の今後の利活用について、

どのようにお考えですか。（複数選択可能）

回答数＝４０ 

(35.0%) 

(17.5%) 

(12.5%) 

(7.5%) 

(7.5%) 

(5.0%) 

(5.0%) 

(2.5%) 

(2.5%) 

(5.0%) 
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解体後の土地は、「売却したい」という考えの所有者が一番多かった。 

また、利活用せず「更地のままにしておく」という考えの所有者もいた。 
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売却したい

更地のまま

菜園など

貸したい

予定なし

その他

無回答

◎解体後の土地をどのように活用されますか。（１つ選択）

回答数＝７ 

(57.1%) 

(28.6%) 

(14.3%) 
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今後の利活用について所有者が心配していること、困っていることについては、解体したい

という意向はあるものの、「解体して更地になることで固定資産税等が上がること」を懸念し

ていた。 

また、賃貸や売却したいという思いから市場に流通したものの、「相手が見つからない」と

いう回答も多くあった。 
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0 5 10 15

解体して更地になることで固定資産税等が上がる

賃貸・売却したいが相手が見つからない

今後利活用の予定がないため、

どうしたよいかわからない

解体したいが、その費用の支出が困難で解体できない

荷物が置いたままであり、その処分に困っている

相談をどこにしたらいいかわからない

リフォームしないと使用できる状態ではない

リフォームしたいが、

その費用の支出が困難でリフォームできない

親族間で意見の違いがある（相続問題等）

愛着があり賃貸、売却できない

特になし

その他

無回答

（２）今後の利活用について、心配事や困っていることは

ありますか。（複数選択可能）

回答数＝４９ 

(20.4%) 

(12.2%) 

(10.2%) 

(10.2%) 

(10.2%) 

(8.2%) 

(6.1%) 

(4.1%) 

(4.1%) 

(2.0%) 

(10.2%) 

(2.0%) 
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支援制度として、「解体費用の支援」が９件と１番多く、次いで「空き家に関する情報提供」

「管理費用の支援」「修繕や改修費用の支援」がそれぞれ４件と並び、費用に関する支援を望

む回答が多かった。 

なお、「不動産や法律などの専門家への相談」と回答した場合は、どのような専門家に相談

したいかを聞くこととした。 

 

 

 

 

相続や権利関係、家屋の売却に関することの相談先として「弁護士」「宅地建物取引業者」

と相談したいという回答がそれぞれ２件ずつであった。 
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解体に対する費用の支援

空き家の管理・利活用などの情報提供

管理に対する費用の支援

修繕や改修に対する費用の支援

空き家バンク制度

不動産や法律などの専門家への相談

建物の耐震性・老朽化による

危険性の診断等の支援

その他必要と思われる支援制度

無回答

（３）あれば利用したい支援制度等はありますか。

（複数選択可能）

2

2

0

0

1

0

0 1 2 3

弁護士

宅地建物取引業者

司法書士

建築士

その他

無回答

◎どのような専門家に相談したいですか。（複数選択可能）

回答数＝３０ 

回答数＝５ 

(30.0%) 

(13.3%) 

(13.3%) 

(13.3%) 

(10.0%) 

(10.0%) 

(3.3%) 

(6.7%) 

(40.0%) 

(40.0%) 

(20.0%) 
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問７ 住宅の管理や活用などについて、市に対して御意見・御要望がありましたら 

御自由に御記入ください。 

 

・売却したいが崖条例があり困難 

・賃貸募集中 

・空き家であっても、第２の故郷である 

・相談先を教えて 

・市に寄付し、利用してもらいたい 

・想い出のある家である。 

近所に保育施設が建ち騒がしくて住めなくなった。 

本当はその家屋に戻りたい。(市に対する意見が便せん３枚) 

・空き家に対する職員の教育が必要 

 


